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茶屋町橋梁

文献１より引用

不明

橋

茶屋町橋梁は、北九州市八幡東区の槻田川に
架かる煉瓦造りのアーチ橋である。現在は、北
九州市の交通史を語る史跡として、美しい弧を
描いた姿が残されており、橋梁の側面に市松
模様の凹凸がある等、その構造が特徴的であ
ることが、保存の一要因となっている。元々は
明治24年に開通した九州鉄道大蔵線の鉄道
橋。大蔵線は、陸軍防衛上の要請により内陸
側に建設されたが、明治35年に海側に鹿児島
本線が開通したことから、明治44年に廃線と
なった。廃線後も しばらくは歩道橋として使わ
れていた。

文献１：福岡県の土木遺産リスト（http://dobokuisan.qscpua2.com/search-
list/srh_list_fukuoka/）（（社）九州地域づくり協会作成）
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